様式（Form）２
令和８年度　京都工芸繊維大学フェローシッププログラム
京都産学共創による分野横断型イノベーションリーダー人材育成プログラム申請者に関する評価書
Evaluation Form by Faculty Advisor

評価者の所属　　　　　　　　　　　　    　　　学系
       　　 　職：                 　        　         氏名： 　　                　　　　

※本様式は、指導教員より直接学生支援・社会連携課経済支援係（shogaku@jim.kit.ac.jp）へメール提出ください。
	申請者
氏　名

	博士後期課程における研究課題



	申請者の研究能力
　次のような観点から申請者の資質を評価し、□内にチェック又は■としてください。わからない場合は右端の「わからない」の欄を選択してください。

　　　　　　　　　　　　 特に優れている  優れている　　普　通　　劣っている 　わからない
・研究姿勢・忍耐力　　　　　　　□　　　　 　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□
・専門的知識・技量　　　　　　　□　　　　 　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□
・着想力・創造力　　　　　　　　□　　　　 　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□
・コミュニケーション能力　　　　□　　　　 　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□
・将来性　　　　　　　　　　　　□　　　　 　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□

　申請者の研究能力を総合的に評価してください（該当する項目を○で囲んでください）。
　   これまでに指導した大学院博士前期課程※学生（約　　　名）の中で
　　　ア）上位１０％程度　　イ）２５％程度　　　ウ）５０％程度　　　エ）５０％以下
　　　※申請者が博士後期課程学生の場合は「博士後期課程」に読み替えてください。

	
上記の諸点に着目し、申請者の研究課題遂行能力及び我が国の科学技術・イノベーションに貢献する人材となりうるかなどの資質について評価してください。















	特記事項
申請者の研究業績や、研究者及び技術者としての将来性を判断する上で特に参考になると思われる事項があれば記入してください。（例：特に優れた学業成績，受賞歴，飛び級入学，留学経験，特色ある学外活動など）


























（評価書作成上の注意点）
＊本評価書作成の際は、日本語で記入してください。
＊評価書作成者は、原則として申請書記載の「入学後の主任指導教員」と同一であること。
＊本評価書は、審査の重要な資料となるので、当該申請者についてできるだけ具体的かつ明確に記入してください
＊本評価書は、本書以外に新たに用紙を加えることはできません。
＊本評価書は、指導教員より直接学生支援・社会連携課経済支援係（shogaku@jim.kit.ac.jp）へメール提出ください。
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